
製薬会社様（錠剤・タブレット）向け
２次元色彩計は撮影画像で色測定ができるので、たくさんの製品を1度に色検査できます。

〒432-8011 静岡県浜松市中区城北3-5-1
静岡大学浜松キャンパス内
光創起イノベーション研究拠点棟311号室
TEL 053-416-5700 FAX 053-416-5701

インターネット情報もご覧下さい
http://www.papalab.co.jp
E-mail   contact@papalab.co.jp株式会社パパラボ

・基準品と検査品の色を比較したい

・目視検査では人によってばらつきが出るので、色を定量化したい

・小さい錠剤の色を測定器で１つ１つ測るのは面倒

こんなお困りごとはありませんか？

②

基準品A

検査品B
③

①
①測定範囲を指定

②色をLab値で測定

③基準品Aと検査品B
の色の一致度を測定

立体形状の検査物も影の影響を受けずに
測定可能

測定範囲は3種類の形状から自由に設定可能

測定範囲

矩形 楕円 リング

検査例（数種類の錠剤から1種類を選択）フラットドーム照明使用時の撮影画像

http://www.papalab.co.jp/


2次元色彩計導入メリット（錠剤測定）

アクティブ品
（有効成分の色が茶色）

①アクティブ品とプラセボ品の色を比較できる

②包装（三方包装 及び PTP）された状態でも測定できる

③PTPを作成する際の錠剤の抜け漏れ検査ができる

抜け部分は色が違うので検出可能

④コーティングの色のノリ具合がわかる

10秒 20秒 30秒 40秒 50秒

プラセボ品

茶色で着色

コーティング時間による色変化

一致度70％

NG OK
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